
〈
一
　
般
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あ
き
ら
め
な
か
っ
た
い

つ
だ
っ
て(

森
光
子)

▽
い
つ
も
僕
の

中
は
光(

梯
剛
之)

▽
極
北
の
ラ
プ
ソ

デ
ィ(

海
堂
尊)

▽
遺
体(

石
井
光
太

郎)

▽
い
と
ま
申
し
て(

北
村
薫)

▽

は
な
ち
ゃ
ん
の
み
そ
汁(

安
武
信
吾

／
安
武
千
恵
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は
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▽
地
下
の
鳩

(

西
加
奈
子)

▽
幻
影
の
星(

白
石
一

文)

▽
生
き
て
る
か
い
？(

南
木
佳
士)

〈
児
童
書
〉▽
図
解
絵
本
　
東
京
ス
カ

イ
ツ
リ
ー
（
モ
リ
ナ
ガ
ヨ
ウ
）
▽
キ

ャ
ベ
た
ま
た
ん
て
い
た
こ
焼
き
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
（
三
田
村
信
行
／
宮
本
え

つ
よ
し
）
▽
か
い
け
つ
ゾ
ロ
リ
な
ぞ

の
お
た
か
ら
大
さ
く
せ
ん〈
前
編
・
後

編
〉(

原
ゆ
た
か)

▽
か
い
け
つ
ゾ
ロ

リ
の
ま
も
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ぜ
！
き
ょ
う
り
ゅ
う
の

た
ま
ご(

原
ゆ
た
か)

▽
ボ
ク
も
の
が

た
り(
い
も
と
よ
う
こ)

▽
ア
ニ
マ
ル

ト
ラ
ッ
ク
＆
バ
ー
ド
ト
ラ
ッ
ク
ハ
ン

ド
ブ
ッ
ク(
今
泉
忠
明)

▽
こ
れ
だ
け

は
知
っ
て
お
き
た
い
サ
ッ
カ
ー
の
大

常
識(

田
嶋
幸
三
／
吉
田
昭
彦)

▽
レ

イ
ン
ボ
ー
英
和
辞
典(
羽
鳥
博
愛)

▽

レ
イ
ン
ボ
ー
和
英
辞
典(

羽
鳥
博
愛)

〈
一
　
般
〉▽
天
地
明
察〈
上
・
下
〉（
沖

方
　
丁
）
▽
こ
ぼ
ん（
吉
村
喜
彦
）▽

棟
居
刑
事
の
使
命
の
条
件
（
森
村
誠

一
）
▽
ほ
ん
と
う
の
ニ
ッ
ポ
ン
に
出

会
う
旅
（
藤
本
智
士
）
▽
漏
洩
（
笹

本
稜
平
）
▽
理
系
の
子
（
ジ
ュ
デ
イ
・

ダ
ッ
ト
ン
）
▽
す
べ
て
は
今
日
か
ら

（
児
玉
清
）
▽
さ
よ
な
ら
ク
リ
ス
ト

フ
ァ
ー
・
ロ
ビ
ン
（
高
橋
源
一
郎
）

▽
氷
山
の
南
（
池
澤
夏
樹
）

〈
ロ
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リ
ー
文
庫
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エ
ネ
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ギ
ー
（
江
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幸
雄
）
▽
自
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災
害

の
恐
怖
（
タ
イ
ム
社
編
）
▽
日
本
地

方
地
質
　
４
・
５
・
６
・
８
（
日
本

地
質
学
会
編
）
▽
せ
い
め
い
の
は
な

し
（
福
岡
伸
一
）
▽
津
波
の
ま
ち
に

生
き
て
（
川
島
秀
一
）
▽
地
層
で
見

方
が
わ
か
る
フ
ェ
ー
ル
ド
図
鑑
（
青

木
正
博
他
）
▽
第
四
期
（
町
田
洋
他
）

▽
地
質
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
　
普
及
版
（
脇

田
浩
二
他
）
▽
日
本
列
島
の
20
億
年

（
白
尾
元
理
）
▽
地
球
の
変
動
と
生

物
進
化
（
沢
田
健
他
）
▽
み
ん
な
が

知
り
た
い
放
射
能
の
は
な
し
（
谷
川

勝
至
）
▽
巨
大
地
震
を
ほ
り
起
こ
す

（
宍
倉
正
展
）

●
開
館
時
間

午
前
10
時
よ
り
午
後
４
時
20
分

●
７
月
休
館
日

７
月
12
日
・
19
日
・
26
日
・
８
月
２
日
・

９
日

（
毎
週
木
曜
日
・
祝
祭
日
休
館
）

あ
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読
書
の
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76-
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１
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ず
う
み
読
書
の
家
　
75-

４
７
０
２

■
あ
ぶ
た
読
書
の
家

■
み
ず
う
み
読
書
の
家

　1983(昭和58年)発行された絵本で
すが、ロングセラーで未だに母と
子に愛され続けている絵本です。
　あかちゃんから幼児までお子さ
んを抱っこして読んで上げてくだ
さい。
　お母さ
んにとっ
ても幸せ
な時間を
与えてく
れる本で
す。

わかやまけん（著）

「おっぱい
　　おっぱい」

今月の１冊

わ
た
し
の
う
た

青
春
と
ふ
あ
の
日
の
風
が
吹
き
抜
け
ぬ

　
　
　
　
　
　
坂
を
駆
け
ゆ
く
高
校
生
の
群
れ
　
　
　
赤
　
塚
　
瑛
　
子

梅
花
見
ご
ろ
と
聞
け
ば
せ
か
る
る
年

　
　
ふ
り
て
も
の
に
し
う
と
な
り
た
る
身
さ
へ
　
　
　
山
　
木
　
　
　
孝

こ
の
い
の
ち
あ
と
幾
春
を
経
る
か
し
ら

　
　
　
　
　
　
め
ぐ
れ
る
春
ご
と
思
い
は
つ
の
り
ぬ
　
大
　
西
　
芳
　
子

母
の
日
に
娘
ら
に
貰
ひ
し
ル
ー
ジ
ュ
つ
け
　

　
　
　
　
　
　
久
に
会
は
ざ
る
友
を
尋
ね
る
　
　
　
　
北
　
島
　
加
　
代

短
歌
づ
く
り
は
熟
慮
し
つ
つ
も
今
日
は
ま
だ

　
　
　
　
　
　
し
っ
く
り
い
か
ぬ
最
後
の
七
文
字
　
　
太
　
田
　
　
　
智

青
蛙
体
に
合
わ
ぬ
大
音
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晴
れ
渡
る
空
に
雨
乞
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の
ご
と
　
　
　
元
　
田
　
フ
ジ
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新
樹
光
父
の
背
丈
を
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に
越
し
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原
　
敏
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注
射
打
つ
金
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中
に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
井
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育
　
子

ア
ス
パ
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が
季
節
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目
盛
り
わ
が
狭
庭
　
　
　
　
　
　
三
　
瓶
　
　
　
修
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殿
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店
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知
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靴
底
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黴
が
ぎ
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ゅ
う
泣
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け
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小
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勇

切
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抜
き
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こ
り
払
え
ば
黴
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ふ
　
　
　
　
　
　
　
那
　
須
　
伶
　
子

俳
　
句
　
【
あ
ぷ
た
俳
句
会
】
六
月
定
例
会
よ
り

た
だ
な
か

は
な

う
た

だ
い
お
ん
じ
ょ
う

き
に
わ

短
　
歌
　
【
あ
ぶ
た
短
歌
会
】
六
月
定
例
会
よ
り


